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中国で行われた ｢悔過｣ は, 未来の災害を予
防するために行われ, 過ちを悔いる作業を不可
欠な要素とする｡ 中国人は ｢行いと報いの対応
法則｣ を逆手にとり, ｢過ちを消去すれば, 災
害も起こらない｣ という命題を立て, 過ちを効
果的に消去するために, ｢佛｣ や ｢菩薩｣ の彫
像の前で自分の犯した過ちを悔いたのである｡
中国の ｢悔過｣ から着想を得て, 日本人は
“ケクヮ” (悔過) と呼ばれる独自の呪術を開発



























であり67), これが 『延喜式』 (927年)68) のリス
247
*本学文学部
『國大』: 『國史大系』 (新訂増補), 東京, 1942.
『古大』: 『日本古典文學大系』, 東京, 19521967.
『大正』: 『大正新脩大藏經』, 東京, 19241935.
『靈異記』: 『日本霊異記』, 小泉道, 『新潮日本古




















『古事記』 中，『國大』 7，p. 95: 種種求生
剥逆剥阿離溝埋屎戸上通下通婚馬婚牛婚鶏婚
犬婚之罪類 爲國之大祓而 亦建内宿禰居於沙
庭請神之命《生剥, 逆剥, 阿離, 溝埋, 屎戸,
上通下通婚, 馬婚, 牛婚, 鶏婚, 犬婚の罪の
類を種種求ぎて, 國の大祓を爲て, 亦, 建内
宿禰沙庭に居て, 神の命を請ひき｡》
68) 行政法 (令) を実施するために作られた細則
(式) の編纂が９世紀初頭から試みられてきたが,
その決定版として集大成されたのが 『延喜式』 で
































る被害がいくつか挙げられ, ⑱ ハフ-ムシ (昆
虫) や ⑳ タカツ-トリ (高ツ鳥) が引き起こす
ワザハヒへの言及が見られる｡
『延喜式』 のノリトには, この外にも ⑨ イ










69) 『古事記』 中巻の ｢上通下通婚｣ は, 『延喜式』
で ｢己ガ母犯ス罪, 己ガ子犯ス罪, 母ト子ト犯ス
罪, 子ト母ト犯ス罪｣ と細分され, 『古事記』 中
巻の ｢馬婚, 牛婚, 鶏婚, 犬婚｣ は, 『延喜式』
で ｢畜犯ス罪｣ とまとめられている｡
『延喜式』 8, 『國大』 26, p. 169: 天津罪止
[八]畔放溝埋樋放頻蒔串刺生剥逆剥屎戸許許




は, 畔放ち, 溝埋め, 樋放ち, 頻蒔き, 串刺
し, 生剥ぎ, 逆剥ぎ, 屎戸｡ 許許太久の罪を
天つ罪と法り別けて｡ 國つ罪とは, 生膚斷ち,
死膚斷ち, 白人, 胡久美, 己が母犯す罪, 己
が子犯す罪, 母と子と犯す罪, 子と母と犯す
















































































































｢切断すること｣ ではなく ｢切ること｣ であると
いう｡










































いのに対して (『大正』 21, p. 533, c.29 ～ p.





経』 の成立 ―仏教大衆化の一齣―｣, 『パーリ学












































(アブ) と 	(カ) の代わりに，人間に
は無害な多足類動物を指す 蚰蜒	(ゲジゲジ)
を出している｡






シノ-ワザハヒ (昆虫ノ災) である｡ 日本語名








部分に見られる４種の動物, ヘビ (毒蛇) とサ
ソリ (悪蝎) とムカデ (蜈蚣) ゲジゲジ (蚰蜒)
は, たまたま日本語で言う“ハフムシ”(昆虫)
に相当する｡ そうすると, この動物のリストに
挙げられる“毒蛇, 悪蝎, 蜈蚣, 蚰蜒”は, オ





















｢象, ライオン, 虎, 熊, ハイエナ, 豹, 蛇,
























74) 達摩笈多, 『藥師如來本願經』, 『大正』 14, p.
403, b.4-7: 或有 ‥‥‥毒蛇悪蝎蜈蚣蚰蜒 如是
等怖 憶念供養彼如來者 一切怖畏皆得解脱
75) 本居宣長, 『大祓詞後釋』, 『本居宣長全集』 7,





































































































































79) 達摩笈多, op. cit., p. 403, a.29-b.4: 或復有
人忽得悪夢 或見諸悪相 或怪鳥來集 於其住所百
怪出現 此人若能以種種衆具 供養恭敬彼藥師琉璃
光如來者 一切悪夢悪相不吉祥事皆悉隱没
80) ダルマグプタの 『藥師如來本願功徳經』 の一段




古伝承の研究』, 東京, 1985, p. 159: ｢或怪
鳥來集, 於二其住所一 百怪出現｣ は, 大祓の
詞の ｢高津鳥災｣ に相当し,｢毒蛇・悪蝎・蜈













































った｡] ｢そこでは, 悪いヤクシャ (夜





其の國界に於て, 亦, 夜叉, 羅刹, 毘
舎闍等の諸悪鬼神, 衆生を掻亂する無
し83)｡
青木によれば, この“夜叉, 羅刹, 毘舎闍等
の諸悪鬼神”はノリトの ⑲“タカツカミノ-ワ
ザハヒ”に相当するという84)｡ しかしながら,
“タカツ-カミ” に対応する 『藥師經』 の表現に
ついて, 青木の提案を支持するのはいささか困
難である｡





という語が指すのも ｢半神｣ の一つであり, 富






























































(尊敬する) に帰すが (『仏教大辞典』 5, 東京,
1933, p. 4896), 長尾佳代子はこれを批判し, 根
拠として挙げる用例がいずれも後期の文献である
として退ける｡ ゲルドナー (Karl F. Geldner) に
拠って (Pischel /Geldner, Vedische Studien ,




意味を ｢不思議な力を備えたもの｣ とする (｢夜



















































刹｣ や ｢毘舎闍｣ をカミと見なすようなことは
あるまい｡
































































() やドゥルガー () の家来となり, 用
心棒を務める｡
88) 達摩笈多, op. cit., p. 401, c.17-18: 身攣背
傴白癩癲狂
美”(コクミ) に対応すると想定された二つの





蜈蚣-蚰蜒”/“怪鳥”) も, ダルマグプタ訳 『藥
師經』 では間にわずか３行を挟んで近接してい












という語は ｢ソラ｣ (空) を指すという｡ そし
て,“タカツ-カミ”という語合成は ｢空を飛ぶ


















































() から () までをダルマグプタは忠実
に訳している｡ () では ｢死体に取り憑く吸
血鬼｣ を指す“ヴェーターラ”()95) に
桃山学院大学総合研究所紀要 第28巻第３号254
89) ibid., p. 403, b.1: 或怪鳥來集; b.5-6: 悪象師
子虎狼熊羆毒蛇悪蝎蜈蚣蚰蜒如是等怖
90) ibid., p. 404, a.20-21: 亦無夜叉羅刹毘舎闍等
諸悪鬼神擾亂衆生
91) ibid., p. 403, b.1: 怪鳥; b.5-6: 毒蛇悪蝎蜈蚣
蚰蜒
92) 本居, op. cit., p. 125.















































































































するのは, 厳密に言えば第１のケース () だ
けである｡ さらに厳密に言うと, その前半部分
(１)“殺諸畜生 取其血肉”が ｢畜仆シ-蠱物
爲ル｣ の前半部分 ｢畜仆シ｣ に対応する｡
この“蠱物”という漢字連続で表記される語
は, 本居宣長によると“マジモノ”(万自物)



























う語があり, バロウ (T. Burrow) によると, イ






Documents from Chinese Turkestan

































!$%&!'()!*!'&)"!7, ed. J. Nobel,































98) 達摩笈多, op. cit., p. 402, c.10-13: 殺諸畜
生取其血肉 祭祀一切夜叉羅刹 食血肉者 書怨人
字作其形 成就種種毒害呪術厭魅蠱道起屍鬼呪
欲斷彼命及壊其身
99) ダルマグプタの 『藥師如來本願功徳經』 の一段
(p. 402, c.7-16) を引用して, 青木は次のように
言う｡
青木, op. cit., p. 131: 右の中の ｢殺二諸畜
生一, 取二其血肉一, ‥‥‥ 成二就種種毒害呪術
・厭魅蠱道・起屍鬼呪一｣ は, 大祓の詞の ｢畜
仆之蠱物爲罪｣ に相当する｡ この ｢畜仆蠱物爲
罪｣ を賀茂真淵は，｢コハ畜仆テマシナフと云
義ニテ, 畜以下七字一句ナルヘシ｣ (『延喜式祝
詞解』) と言い, ｢畜より下は, 引つゞけて意得






















































義淨, 『金光明最勝王經』 14, 『大正』 16,
p. 434, b.19-20: 所有毒藥蠱魅厭 害人虎
狼獅子毒蛇之類 乃至蚊虻悉不爲害《所有の


















































『續日本紀』 10, pp. 116-117: [天平元年
夏四月]葵亥 勅 内外文武百官及天下百姓













ibid., 29, p. 364: 挂畏天皇大御髪乎盗
給波利弖岐多奈伎佐保川乃髑髏尓入弖大宮内尓持参
入來弖厭魅爲流己止三度世利《[神護景雲三年五月









































































『藥師經』 の () で言われているのは ｢敵
の名前を書いた札や敵の姿を象った人形を使う
呪術｣ であり, () で言われているのは ｢屍
鬼を使って敵の命を取させる呪術｣ である｡ こ
オホハラヘの成立に関与した異文化文献 257
106) 達摩笈多, op. cit., p. 402, c.13.
107) 本居, op. cit., p. 127: 後釋, 畜などの死ぬる





にか, さだかならねど, 思ふに, 上代人の家に
養へる, 牛馬などを, 忽に斃れしむる術など有
て, おこなひし事ぞありけん, そは其主を, 恨
みいきどほる事など有て, 仇なふしわざ也, さ
ればこは, 次の蠱物と同じ類の罪とすべし,
108) 『日本書紀』 1,[前篇] p. 46: 爲‥‥‥畜産 則
定其療病之方



















仆シ畜蠱物爲ル”は, 『藥師經』 の (１)“殺
諸畜生 取其血肉”とよく対応する｡ ノリトの




































リトで ｢畜仆シ蠱物爲ル罪｣ と言う際には, 仕
掛ける者の立場から呪術がツミとしてとらえら








本 『薬師経』 の成立 ―仏教大衆化の一齣―｣,

















































































































114) 『日本書紀』 12, [前編] p. 328.
115) 『靈異記』, 中 29: ‥‥‥[行基の]聴衆の中に
ひとりの女人あり｡ 髪に猪の油を塗り, 中に居



















記』 によると, 兄と争っていたタマツヒメ (玉

































































116) 『日本紀略』, [後編] 1, 『國大』 11, p. 16:
[延喜十二年六月]十一日丁亥 神今食延引 依裏
血下穢也







118) 『播磨國風土記』, 『古大』 2, p. 308: 大神妹
二柱 各競占國之時 妹玉津日女命 捕臥生鹿割
















『延喜式』 3, p. 68, 15: 凡觸穢悪事應忌
者 人死限卅日 産七日 六畜死五日 産三日
其喫宍三日





















































『日本書紀』 9, [前編] p. 260: 撃新羅而















































う (, p. 158)｡








『丹後國風土記』 や 『伊予國風土記』, そして
『上宮記』 や 『大倭本紀』 など中世末期の戦乱で
失われた古い文献が数多く引用されていて重宝
されている｡ また, ９世紀初頭から続く 『日本



























する128)｡ 『日本靈異記』 の中巻５では, ハウジ
桃山学院大学総合研究所紀要 第28巻第３号262
書紀』 の ｢講讀｣ が政府主催で続けられてきた
が, これを記録する 『日本紀私記』 がしばしば
引用されていて，歴代の専門家に見解が窺える｡
125) 超海通性の 『瑞應塵露集』 によると, 祇園の
ゴヅ-ダイワウ (牛頭大王) は薬師の現象体 (垂
跡) であり, 本体であるヤクシがボサツ時代に
立てた ｢御誓｣ を実践しようとして, ｢疫癘を拂
ふ｣ のを本務とし, ｢王城の守護｣ を副務とする





『釋日本紀』 7, 『國大』 8, pp. 106: 先師































(『拔除過罪生死得度經』, 『大正』 21, p. 535,


















しか しながら, 『金光明經』 に見られるのは,
災難に遭って苦しむ動物をブッダが救って真理
を説く話であって (曇無纖, 『金光明經』 4, 『大












世紀前半) に成立した中国文献 『梵網經』 にも
｢放生｣ への言及が見られるが (『大正』 24, p.
1006, b.9-16), ｢殺生｣ が ｢悪い行い｣ として
禁じられているのであり, ｢放生｣ が ｢善い行い｣
として奨励されているのではない｡
128) 仏教の伝承を継承したものではないとはいえ,
中国人の思いついた ｢放生｣ は ｢不殺生｣ とい
う ｢善い行い｣ の実践であり, これにふさわし
い ｢楽しい報い｣ がいつか必ずもたらされると































































中国人の開発した ｢放生｣ が ｢善い行い｣ で
あるなら, 後は自動的にことが進行して, いつ
かふさわしい ｢報い｣ がもたらされるはずであ






129) 仏教の立場では ｢行いと報いの対応法則｣ に
従ってすべてが自動的に展開するので, 死後の
成り行きを判定する役職は不要である｡ したが











1989, p. 52, 注１)｡
日本では ｢轉生｣ が信じられず, ｢行いと報い
の対応法則｣ に想像が及ばなかったので, この












130) 『日本書紀』 24, [後編] p. 192: 隨村々祝部所

















131) 『續日本紀』 40, p. 556: [延暦十年九月]甲戌
‥‥‥ 斷伊勢尾張近江美濃若狭越前紀伊等國百
姓 殺牛用祭漢神








































まれるリストには, ハフ-ムシ (昆虫) が引き
起こす災害とトブ-トリ (飛ぶ鳥) が引き起こ
す災害が挙げられている｡ この二つの項目は,































































っていた｡ しかも, その出典根拠を 『藥師經』
と見なしていたのである｡ 754年に孝謙は両親
(聖武と光明皇后) の健康で長寿を図ってハウジ
ャウを行うと宣言し, しかも 『藥師經』 の教え
に基づいて, 人間のハウジャウすなわちツミユ
ルシ (大赦) を行おうとしている｡
『續日本紀』 19, p. 222: 戊辰 勅 朕以至
款奉爲二尊御體平安 寶壽増長 一七之間 屈
九僧 歸依藥師琉璃光佛 恭敬供養 其經云
懸續命幡 燃九燈 應放雜類衆生 竊以 放



















135) 聖武夫妻の ｢御體平安｣ と ｢寶壽増長｣ のた
めに, 孝謙はハウジャウを行った (『續日本紀』





中国で ｢放生｣ が 『藥師經』 と結び付けられ
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As the legislation sytem was established in ancient Japan, the harahe (祓) ceased to function as pun-
ishment. It developped into the harahe (大祓) to remove deceases and calamities as well as sins.
When the Japanese added new items to the list of tumi (罪) in the norito (祝詞), they borrowed
words for deceases and calamities from the 
(藥師經): Thus they introduced into the list
sirahito (lepra alba), kokumi (tumor-induced rickets), and calamities of hahumusi (creeping reptiles and
worms) and of takatu-tori (birds on high).
